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雄武漁協のホタテ漁船「第３おうむ丸」がこ

のたび竣工し、雄武漁港でお披露目されま

した。十勝管内広尾町の有限会社広洋造船

鉄工で建造された船は全長２０ｍ、１４ｔ

型のアルミ船で、５月２日に雄武漁港に到

着し、入港式並びに安全祈願が挙行されま

した。式では漁業関係者や町民など多数が

集まり、餅まきや振る舞い酒で待望の新造

を祝い、ホタテ貝漁業生産部会の森山義文 

サケ稚魚の海中飼育３５０万尾放流 
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雄武漁協では、町内の４つの漁港（沢木、雄武、元稲府、

幌内）でサケ稚魚の海中飼育を行っています。ふ化から

海へ放流するまでの間に海中飼育を行うことで、海に慣

らしながら効率的に体長を大きくさせ、生存率や回帰率

を高める目的があります。４月中旬から海中での飼育が

開始され、５月中旬に合計で 350 万尾もの稚魚が海に放

流されました。大海原を旅して３年後には立派になって

無事に帰ってきて欲しいですね！ 

 

新造船「第３おうむ丸」

部会長は「新しい船で多くのホタテを水揚げしてくれることを期待して 

いる」と話していました。第３おうむ丸は揚貨装置の取り付けなどの準備を行い、 

５月 10 日から漁場造成に加わっています。 

 

竣工！
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6 月２４・２５日に雄武町の一大イベント「おうむ産業

観光まつり」が 4 年ぶりに開催されます。２4 日（土）

の前夜祭では地元と道内のチームによるよさこい演舞

や花火大会、２５日（日）の本祭ではホタテ釣りや雄武

の特産品が当たる抽選会などが行われます。会場内では

旬の海産物や乳製品の即売会、地元の飲食店が出店する

フードコーナーで食を楽しめるほか、ステージでは演歌

歌手のさくらまやさんの歌謡ショーや地元の吹奏楽バ

ンド、沢木小学校伝統の沢木太鼓などが会場を盛り上げ

ます。たくさんのご来場お待ちしております！ 

おうむ産業観光まつり 
４年ぶりの開催！

５月 10 日からホタテの稚貝放流が始まりました。昨年の秋から沖合の養殖施設で育てられた稚

貝は、直径 4 センチほどに成長。陸上に引き揚げられた後、手際よくカゴから取り出され、選別

作業を行い、再び船に積み込まれ沖合に放流しています。稚貝作業には人手がいるため、町中か

ら多くの人が手伝いに集まり、浜は活気づいています。雄武では海域を４区画に分け、１年ごと

に区画を替えて漁獲しており、この春に放流されるホタテは３年後に水揚げされます。稚貝放流

は 5 月下旬まで続く予定で、合計で約２億粒が放流されます。順調に育っておいしいホタテにな

りますように。 

※マリンビジョンとは？  

活力ある水産業や漁村の将来像を実現するた

め、水産物の安定供給体制や環境保全と循環型

社会の構築、漁村地域の総合的な振興を目指す

将来ビジョンです。 

 

ホタテ稚貝放流スタート 


